
 

 

 

 

 

 

 

保護者の方の、子ども達に色々な本に親しんでほしいと

いう思いから始まった読み聞かせの活動。 

 子ども達は正直で、興味がなければそういう顔をする

し、楽しい場合は目を輝かせて食い入るように聞いていま

す。１年を通して、子 

ども達にどんどん集中 

力がついていくのが分 

かります。毎回、子ど 

も達からパワーを貰い 

楽しく活動しています。 
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大曲プロジェクトだより 

1年に 2回、7月と 12月に活動の様子をお知らせします。 

新型コロナウィルスの影響で、今号からの発行となりました。 

紙面上部のシンボルマークは大曲中美術部の作品です。 

大曲プロジェクトの 

始動にあたって 

大曲中学校区学校運営協議会 

会長 橋本勝晴 

 令和元年に準備委員会を立ち上げ、様々な分

野で活躍されている皆さんと「地域と共にある

学校づくり」すなわち「コミュニテイ・スクー

ル」について検討を重ね、令和 2年いざ本番と

いう折に新型コロナウィルスの感染が広がり

学校現場においては臨時休校の長期化、地域に

おいても感染症対策に追われるなど、前例の無

い状況に追い込まれました。 

 しかし、このような状況の中、子ども達の教

育活動も始まり地域社会も少しずつ動きを見

せ、この度、委員の皆さんと一堂に会し「第 2

回大曲中学校区学校運営協議会 名称：大曲

プロジェクト」を開催し実質的にスタートを

切ることができました。大変うれしく思ってお

ります。 

 大曲プロジェクトの取組は、人口減少社会の

到来・少子高齢化・科学技術の進歩などにより、

今後 10～20年ほどで約 47％の仕事が自動化さ

れる可能性が高いなど様々なデータもある中、

時代環境の大きな転換点を迎えた今、「地域・

家庭・学校」が連携し「次代を担う子ども達の

健やかな成長」を願い予測できない未来への対

応力を育てるなど「熟議・連携」する場であり

ます。あまり型にはめず、子ども達の多様な柔

らかな芽を皆で育ててあげたい、その一助にな

ればと思っております。 

 また、あまり気張らず、すぐ成果を求めず、

柔らかく連携 

し進めていき 

たい。 

息の長い活 

動になってい 

くことを期待 

したいと考え 

ております。 

 

会議の様子 

英検・漢検受検 
―なりたい自分になる為の一歩― 

大曲中で 10月 3日に英検(小 5名、中 35名、大人 1名) 

18 日に漢検(小 27 名、中 18 名、大人 6 名)が行われまし

た。楽しそうな顔や緊張した顔で集まった受検者が真剣に

問題に取り組んでいま 

した。 

基礎知識の積み重ね 

である検定は、将来の 

自分の選択肢を大きく 

拡げる事にも繋がりま 

す。今後もどんどん挑 

戦しましょう。 

 
英語検定料の助成についてのお問合せ 

北広島市役所(011-372-3311内線 4824) 

キャリア教育 
―生きる力の道しるべ― 

 
11月 25日に大曲中の先生方が大曲小、26日は大曲東小

を訪問しキャリア教育と部活動の紹介を行いました。 

児童 

児童 

先生 

部活動が楽し

みになって不

安が消えた！ 

学習量が増えることや定期テストが心配だったが、6

年間の学びが土台になっているとわかったので、残り

4か月頑張ろうと思った！ 

小学校におけるキャリア教育とは「希望や目標をもち、

その実現に向けて、日常の生活をよりよくしようとする    

こと」などが、主な内容とな

って        おります。 


